
船舶事故調査報告書 

令和８年９月２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 転覆 

発生日時 令和７年１０月１６日 ０７時００分頃 

発生場所 秋田県男鹿市脇本漁港東方沖 

 脇本港第５防波堤灯台から真方位０８２°１,０４０ｍ付近 

（概位 北緯３９°５４.１′ 東経１３９°５４.４′） 

事故の概要  漁船仁
じん

洋
よう

丸は、帰航中、プロペラに絡網した後、高波を受けて転覆

した。 

事故調査の経過 令和７年１０月３０日、主管調査官（仙台事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

漁船 仁洋丸、０.５トン 

 ＡＴ３－８０３４（漁船登録番号）、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 船外機に濡損等 

 気象・海象 気象：天気 小雨、視界 良好 

事故発生場所の北北西方約０.７海里（Ｍ）に位置する男鹿地域気

象観測所の令和７年１０月１６日における風向、風速の観測値は、次

のとおりであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

海象：全国港湾海洋波浪情報網（ナウファス）の観測地点（秋田：事

故発生場所の南南東方約１１Ｍ）の令和７年１０月１６日にお

ける観測値は、次のとおりであった。 

時刻 

(時:分) 

平均 最大瞬間 

風速 

(m/s) 
風向 

風速 

(m/s) 
風向 

06:00 0.3 北 0.7 北西 

06:20 0.5 北 1.3 西北西 

06:40 0.3 西北西 0.9 西北西 

07:00 1.1 南西 3.0 南西 

07:20 0.5 南南西 1.9 南南西 

時刻 

(時:分) 

有義波 最高波 波向（°） 

波高

(m) 

周期 

(s) 

波高 

(m) 

周期 

(s) 

 

06:00 0.41 2.9 0.86 2.6 225 

06:20 0.42 2.9 0.76 2.8 303 

06:40 0.40 2.8 0.82 2.3 345 

07:00 0.42 2.8 1.00 2.8 183 



※ 波向：波が向かってくる方向 

     （北を０°として時計回りに方向を角度で表す。） 

 事故の経過 本船は、和船型の船外機船で、救命胴衣を着用した船長が１人で乗

り組み、脇本漁港東方沖で操業を行った後、定係地に向けて帰航中、

船外機のプロペラに自身の刺し網を巻き込んだ。 

本船は、船首を東方に向けて船外機をチルトアップした状態で漂泊

し、船長が船外機のプロペラに巻き込んだ刺し網を解いていた際、右

舷船尾方から高波を受けて左舷側に転覆した。 

船長は、海上に投げ出された後、自力で付近の海岸の砂浜に辿
たど

り着

いた。 

本船は、その後、僚船にえい
．．

航されて定係地に戻った。 

事故発生場所付近は、水深が浅く波が高くなりやすい海域であっ

た。 

文献「波浪学のＡＢＣ」（磯﨑一郎著、平成１８年株式会社成山堂

書店発行）には、次の記載がある。 

沖合では砕波していない波でも、海岸の浅海域に進んでくる場合に

は、水深と海底勾配に関係して生ずる浅水変形、屈折、反射などの効

果によって波高が増大し、波長も短くなり、結局波形勾配が急峻に

なって砕波します。これが、いわゆる磯波です。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

分析 (1) 本船は、操業を終えて帰航中、刺し網の設置場所との距離を十

分に取らずに航行したことから、船外機に刺し網を巻き込んだも

のと考えられる。 

(2) 本船が刺し網を巻き込み漂泊した海域は、沖合から陸岸に向

かって水深が浅くなる場所であり、波が高くなりやすかったもの

と考えられる。 

(3) 本船は、総トン数０.５トンの小型の和船型漁船であったことか

ら、喫水が浅く、乾舷が小さく不安定であったものと考えられ

る。 

(4) (1)～(3)から、本船は、漂泊中、右舷船尾方から高波を受けて

転覆したものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が操業を終えて帰航中、船長が、自身が設置した刺

し網の近くを操船し、船外機のプロペラに刺し網を巻き込んだため、

本船が、絡網を解くために漂泊していたところ、高波を受けて転覆し

たものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・小型漁船の船長は、刺し網の設置箇所を示すボンデン等を十分に

確認し、刺し網が設置されている場所には近寄らないこと。 

 



付図１ 事故発生場所概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    （海上保安庁ホームページの海洋状況表示システム（海しる）を使用して作成） 

脇本漁港 

脇本港第５防波堤灯台 

事故発生場所 

（令和７年１０月１６日 

０７時００分頃発生） 

本船の定係地 

秋田県男鹿市 


